






要約:急性期に冠動脈瘤が認められず2年以上経過した川崎病症例124例のうち5例(4.0%)

に不整脈の出現が認められた。不整脈の内訳は、心室性期外収縮が 3例、上室性期外収縮

が 1 例、2:1 洞房ブロックが 1 例であった。不整脈の発生頻度は健常児に比較して高く、

冠動脈病変を持たない川崎病既往児の経過観察は必要であると考えられた。 

心臓手術後の管理基準について、三枝らの基準に対して修正を試みた。 


